


（注1）： バスタ液剤にカーメックス顆粒水和剤又はダイロンゾルを混用して散布すると、抑草期間が長くなります。（営農ごよみP43参照）
　　　（雑草発生前にカーメックス顆粒水和剤又はダイロンゾルを使用した場合、雑草発生盛期には散布できません）
　　　（水4０ℓに対しバスタ液剤4００㎖とカーメックス顆粒水和剤80ｇ又はダイロンゾル80㎖を混ぜる）
（注2）： 飛散防止のため風の強い日の散布はさける。
（注3）： ラウンドアップマックスロードの使用回数には、他のグリホサート系除草剤の使用回数も含みますので、注意して下さい。

畦畔および農道の除草を徹底し、カメムシの生息密度を下げましょう。


